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法人概要

 えん 伊賀農場（B型・移行・定着・訓練）

 えん 亀山農場（B型・訓練）

 えん 天理農場（B型・定着・訓練）

 えん 高田駅前作業所（B型・訓練）

 いがぐり工房（B型・訓練）

 いが若者サポートステーション（若年無業者相談窓口）

 あさひファーム（A型・B型）

利用者９１名／スタッフ２６名 ※令和２年１月末現在

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム R2.2.16



今注目されている農福連携について

農業課題×福祉課題

↓
それぞれの課題解決へ
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農業課題

人手・後継者不足

耕作放棄地の増加

常時雇用のむずかしさ
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福祉課題

仕事がないときがある

施設内で閉じこもってしまいがち

工賃が安い

単一的な作業の繰り返しが多い
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農家さんへの
施設外就労

 白ねぎ農家さん

 トマト農家さん

 いちご農家さん

 たまねぎ農家さん

 アスパラ農家さん

 米農家さん

等々
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トマトの収穫

いちご苗の定植

玉ねぎ苗の結束トマトの摘果
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施設外就労
～施設側メリット～

 外部環境による刺激及び意欲の獲得

福祉の世界から飛び出し、企業で活動

 利用者の就労移行の可能性

施設外就労先企業での雇用の可能性

 経費をかけずに事業を実施可能

設備投資や仕入費なしで実施可能

 加算の獲得

福祉経営上のメリットも享受
施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム R2.2.16



施設外就労
～事業者側メリット～

 人材の調達

労務管理、採用コストをかけず労働力を確保

 作業の見直し

より理解しやすく、効率の良い作業指示へ改定

 他社との交流

刺激の獲得、意識の変革

 規模拡大のきっかけ

既存事業規模拡大、新規事業の展開
施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム R2.2.16



ありがとうございました。

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム R2.2.16


